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会社概要
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企業概要
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会 社 名 オープンワーク株式会社

所 在 地 〒150-6139 東京都渋谷区渋谷2-24-12 渋谷スクランブルスクエア39F

事 業 内 容
転職・就職のための情報プラットフォーム「OpenWork」の開発・運用業務を含む
ワーキングデータプラットフォーム事業

設 立 2007年6月

資 本 金 1,649百万円（2024年3月末時点）

親 会 社 株式会社リンクアンドモチベーション

代 表 者 代表取締役社長 大澤陽樹

従 業 員 数 105名（2024年3月末時点）
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Slogan / Mission
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ＣＯＲＰＯＲＡＴＥ

ＳＬＯＧＡＮ
さあ、自由に生きよう。働きがいをすべての人へ

ＭＩＳＳＩＯＮ
ひとりひとりが輝く、ジョブマーケットを創る。

私たちの目指す世界

そのために、私たちが果たすべき使命
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オープンワークが目指す世界

6

これからのジョブマーケットには情報の透明性が重要だと感じ、

私たちはOpenWorkをはじめました。

社会の変化に伴い、「働く」の主役は

会社から個人へと変化しています。

個人が働くに関する意思決定を

するための仕組みが充分ではありません。

人材の流動化

職種別採用

能力や成果重視

状況 課題

「情報の透明性」が課題の

一つであると考えます

終身雇用

新卒一括採用

年功序列

実態と乖離した

イメージ広告

入社後の実状は

ブラックボックス
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当社の事業
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日本最大級の
社員クチコミ情報サービス

多様な優秀人材に出会える
採用サービス

ユーザー数

630万人
契約社数

3,100社

求職者情報

企業情報

Web履歴書
登録者数

111万人

求人数

6.4万件

※数値は2024年3月末時点
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日本最大級の社員クチコミサイト「OpenWork」

実際に働いたユーザーの経験に基づく「社員クチコミ」を中心に会社のデータを閲覧可能。

社員クチコミ閲覧手順

評価スコア

月間残業時間・

有給休暇消化率社員クチコミ

下記手順にて一定期間社員クチコミを閲覧することができます。

Web履歴書を登録 OpenWork上で求職活動が可能に

クチコミを投稿 500文字以上で投稿

提携サービスに登録 OpenWorkが紹介する人材サービス等に登録

有料会員登録 1,000円/月（税別）

累計 社員クチコミ・評価スコア数

1,670万件

累計 登録ユーザー数

630万人

※2024年3月末時点 月額課金収入

紹介料収入

OpenWorkの収益源
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企業向けダイレクトリクルーティングサービス「OpenWorkリクルーティング」

多様な優秀人材に出会える採用サービス。「働きがい」を採用力に変える人的資本経営時代の採用媒体。

9

1

2

3

企業
からの情報

主に

掲載料の金額順
による求人表示

自社の企業ページに求人を掲載

求人掲載

ユーザーに直接アプローチ

スカウト送信 今までのモデル

1

2

3

★★★★☆

★★★★☆

★★★☆☆

社員・元社員からの

リアルな

クチコミ情報

社員からの

評価スコアによる
求人表示

契約社数

3,100 社

掲載求人数

6.4 万件

Web履歴書登録者数

111 万人

※2024年3月末時点

社員クチコミで企業選び広告主の情報で企業選び

※求人企業による社会人直接採用の場合。学生の場合、人材紹介エージェント経由の場合は別プランあり
※別途成功報酬ではない求人掲載課金プランもあり

サービス利用費用

初期費用・基本使用料 無料

採用成功報酬 ※ 80万円／人（税別）
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クチコミデータを新たな社会課題解決に活用する「オルタナティブデータサービス」

当社のクチコミデータを、資本市場の予測や組織課題の可視化といったサステナビリティ課題の解決に

活用する新たなサービスを提供中。

10

サービス名 FIS
（Financial Indicator Service）

DAP
（Data Analytics Platform）

国内外の資産運用会社

※海外の大手ヘッジファンド、国内の資産運用会社等に提供中

    （一定数クチコミデータが蓄積した）法人

OpenWorkのクチコミデータを匿名加工化して
提供し、企業の株価予測などに活用

各企業のクチコミをAIで分析し、
企業風土・働きがい等の組織課題をレポート化

オルタナティブデータ※サービス

クチコミ
データ

非公開データ公開データ

財務情報
等

金融機関

従業員からの評価を分析し、ESG投資に活用 組織課題を可視化したレポートを提供し、
人的資本開示や人事制度の改善などに活用

投資判断
企業

クチコミレポート

※これまで利活用が進んでいなかった、新たなデータ

サービス
内容

対象
顧客

サービス
イメージ
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事業系統図

11

登録ユーザー
（求職者）

人材紹介
エージェント

求人企業

金銭報酬

提携サービス
運営企業

企業・
ヘッジファンド等

成功報酬・掲載料

求人掲載・スカウト機能

成功報酬成功報酬

求職者紹介求人掲載・
スカウト機能

紹介料

ユーザー送客

利用料

社員クチコミ（匿名加工）データ
・社員クチコミレポート提供

有料会員登録

web履歴書登録

クチコミ投稿

社員クチコミ・

求人情報提供

オルタナティブ
データサービス
（FIS・DAP）

OpenWork
リクルーティング

OpenWork

リクルーティング

サービス・行動

「OpenWork」のデータとユーザーを基盤としてサービスを展開。
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エグゼクティブサマリー

13

✓転職市場等の事業環境は良好。クチコミ数は1,670万件（前期比+14.2％）、Web

履歴書は111万件（前期比＋34.4％）と主要KPIの増加ペースは従来から変動なく、

想定通りかつ堅調。

✓営業収益は778百万円（前期比＋15.5％）、営業利益69千円（前期比▲73.5％）。

営業減益は、広告宣伝を1Qに集中したことが要因で計画通り。

✓1Qの営業収益、営業利益は予想をやや上回る結果であり、

通期の営業利益予想（1,000百万円、前期比＋16.8%）に対しては順調。
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業績サマリー

14

営業収益

778 百万円 69 百万円

(前期比 ＋15.5％／ 通期達成率 22.9％)

営業収益 営業利益

630 万人

クチコミ数

1,670 万件

求人数

111 万件 6.4 万件

2024年12月期
第1四半期業績

OpenWork

OpenWork 
リクルーティング

Web履歴書登録者数

ユーザー数

(前期比 ▲73.5 ％／通期達成率 7.0%)

256 百万円

（前期比▲6.2％）

511 百万円

KPI 概況

各KPIの増加ペースは変わらず堅調

減収はOpenWorkリクルーティング

との送客の兼ね合いで想定内

Web履歴書は30%超の増加で好調

前期4Qからも収益は着実に成長しており

想定通りの進捗

（前期比＋14.3％） （前期比＋14.2％）

（前期比＋29.2％） （前期比＋34.4％） （前期比＋19.3％）
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2023年12月期
第1四半期

2024年12月期
第1四半期

前期比

営業収益 674 778 +15.5%

OpenWork 272 256 ▲6.2%

OpenWork
リクルーティング 396 511 +29.2%

その他 5 10 +108.8%

営業費用 409 708 +73.0%

営業利益 264 69 ▲73.5%

営業利益率 39.2% 9.0% ▲30.2pt

経常利益 262 70 ▲73.3%

当期純利益 180 45 ▲75.0%

P/Lハイライト

15

（百万円）

営業収益は前期比15.5％増で堅調。 OpenWorkの減収は戦略的要因で想定内。

計画に沿って1Qに広告宣伝費を増加したことで前期比では減益だが、OpenWorkリクルーティングの

通期計画である26.4%成長や通期営業利益計画に向けては順調。
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営業利益の進捗と見通し
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FY24営業利益見通し

10億円
2Q下期

1Q

採用費等のコストの

低減もあり予定より

やや上振れて着地

OpenWorkリクルーティングの

決定人数の状況から達成は

ある程度見えている状況

FY24営業利益計画

10億円

上期

下期

24/12期 営業利益計画における上期／下期のシェア

(2024/2/13開示)

24/12期 営業利益進捗状況と見通し

(2024/3末時点)

下期

上期は計画通りの着地がある程度見えており順調、通期計画に対しても変動はなし。

(変動なし)

概ね

計画通り
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272 293 280 255 272 270 247 226 256 

172 
189 243 312 

396 
491 494 485 

511 

1 
1 

4 
8 

5 

12 7 
11 

10 

446 
484 

529 
576 

674 

774 749 
724 

778 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2022 2023 2024

OpenWork OpenWorkリクルーティング その他

業績推移（四半期ごとのサービス別営業収益の推移）

OpenWorkリクルーティングは急成長フェーズが一服も過去最高益を更新し安定成長中。

（百万円）

17

＋29.2%
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各種KPI / OpenWorkリクルーティング

契約社数・累計Web履歴書登録数とも堅調に増加し、それぞれ3,100社・110万件を突破。

18

契約社数

（社） （万件）

累計 Web履歴書登録数

1,140 
1,350 

1,530 
1,690 

1,780 
1,900 

2,040 
2,180 

2,340 
2,510 

2,700 

2,940 

3,100 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021 2022 2023 2024

31 
36 

41 
45 

53 
59 

66 
72 

82 
89 

95 
101 

111 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021 2022 2023 2024
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410 
430 440 450 

470 
490 

510 525 
550 

575 590 605 

630 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021 2022 2023 2024

各種KPI / OpenWork

累計登録ユーザー数は630万人、累計社員クチコミ数は1,670万件にそれぞれ到達。

プラットフォーム価値向上は順調に進んでいる。

19

OpenWork 累計登録ユーザー数 OpenWork 累計社員クチコミ・評価スコア数

（万人）

1,090 
1,140 1,180 1,220 

1,270 
1,320 1,360 

1,410 
1,470 1,510 

1,560 
1,620 

1,670 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021 2022 2023 2024

（万件）
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144 162 166 158 164 174 166 185 173 195 208 
256 239 

18 
22 45 97 

35 34 
111 106 105 

193 140 

195 
305 

100 
99 

96 
98 

94 105 

108 
138 130 

140 
145 

179 

163 

264 
284 

308 
354 

294 314 

386 
430 409 

529 
495 

631 

708 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021 2022 2023 2024

人件費 広告宣伝費 その他

営業費用の推移

今期1Qは従来より大規模にTVCM等のプロモーションを実施したことで前期比で3倍弱の増加。

人件費は前期後半に採用が大きく進んだことによる増加が主。

（百万円）

20

＋189.7%

＋38.1%
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営業利益の増減要因

21

▲73.5％

堅調に増収

概ね想定増減
(前Qまでの標準的な
収益額±10%程度)

の範囲内

採用による
人員増

TVCMへの
集中投資

業務委託費他
経常費用

（百万円）

減益要因は広告宣伝費によるものであり、その他費用の増加ペースは通常通り。
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Appendix

22



© 2007-2024 OpenWork inc.

労働移動の円滑化に向けて：相互選択型社会への移行

転職＝リスクとなりやすい、従来型の個人・企業がお互いを「縛りあう」時代から、

お互いをオープンな姿勢で「選びあう」時代への変化が進むことが予想される。

23

依存的関係

相互拘束型社会 相互選択型社会

オープンな情報に基づき企業に必要なスキル・

個人が希望するキャリアに応じた選択が可能

移動を前提とし、

対等に選びあう関係
終身雇用・年功序列等の制度に

代表される身分保障

「勤め上げる」ことを前提とした

超・長期就業
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（補足）相互選択型社会を促進させるマクロ環境

24

国内労働力人口の減少、伸び悩む賃金上昇率などのマクロ環境も、相互選択型社会の移行を促す要因に。

（万人）

出典：総務省「労働力調査年報」(2016年)、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」

（2017年）を基に当社作成。

減少が進む労働力人口

46.7
44.4

37.6

33.7

29.6 

3.1

-3.7

アメリカイギリス カナダ ドイツ フランス 日本 イタリア

（％）

伸び悩む賃金上昇率

G7各国における1991年～2020年の賃金上昇率

出典：厚生労働省「令和４年版 労働経済の分析」を基に当社作成。 1991年～2020年、’91年を0とした場合

国内の労働力推移

6,648 6,404 6,149 5,880 5,268 4,640 4,157 

60
58.1 56.7 55.5

53.2
50.9 49.9

0

10

20

30

40

50

60

70

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2016 2020 2025 2030 2040 2050 2060

労働力人口 労働力率
（％）
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労働移動の円滑化に向けて：相互選択型社会に向けたオープンワークの取組み

相互選択型社会の実現に向けたポイントは個人・労働市場・企業の3つ。

当社はこれまで、豊富なデータを基軸に労働市場・企業の2点へのアプローチを行っている。

25

能動的な

キャリア形成への意欲

情報の透明性が担保された

ジョブマーケット

働きがいを成長エンジンとし

求職者から選ばれる会社

今後のサービス展開の準備中

クチコミによる市場の透明化・

OpenWorkリクルーティングを

通した健全な人材流動化の促進

クチコミを通した可視化・

データ提供による変革支援

（変革促進は途上）

個人の変革 労働市場の変革 企業の変革

Working Data Platform
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オープンワークの事業展開の方向性

相互選択型社会の実現をドライブするため、オープンワークの提供するサービスをそれぞれの役割に

沿って4つの領域に分解・再定義。

26

「個人の変革」領域

個人の長期的キャリア形成を

支援する新規サービス

OpenWorkリクルーティング

による人材移動の促進

「労働市場の変革」領域

ワーキングデータ提供による

企業の自己変容促進

各サービスの根幹となるクチコミプラットフォーム ＝  【CGM】

「企業の変革」領域

【開発中】
OpenWork

リクルーティング
オルタナティブ
データサービス
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各領域における今後の方針

領域

27

OpenWork

OpenWork
リクルーティング

オルタナティブ
データサービス
（FIS/DAP）

新領域

企業調査を中心としたキャリア
検討の起点として、プラット
フォーム価値の最大化を目指す

✓ 外部連携を含めたデータ品質、

レーティングの信頼性向上

✓ 収集情報の拡張、カテゴリ拡大

立上げ期から強みを生かした成長
期へ。競合同質化と差別化を同時
に進めシェアの拡大を目指す

✓ レコメンド機能強化による

マッチング精度の向上

✓ 新卒領域の強化

資本市場・人的資本経営の
重要性向上を背景に市場開拓

構想の取りまとめとサービス
プロトタイプの開発を行い、
事業性を検証

✓ 欧州・アジア等未開拓金融市

場への販路拡大

✓ クチコミレポート（DAP）の

本格展開

✓ 単独収益ではなく、他3領域

との連携を意識したデータの
蓄積・収集・活用基盤の構築

中
(戦略的に漸減)

大
(新卒領域は小)

小
(当面は小規模)

未定

方向性 成長戦略 収益貢献度
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補足）4つの領域の相互連携

28

核となる4つの領域それぞれをデータで連携し、

当社の核となるワーキングデータプラットフォームを拡充させる。

【開発中】

個人のキャリア開発支援
サービス

オルタナティブ
データサービス

リクルーティング

企業データ
拡充

ユーザーデータ
拡充

採用データ
連携

採用支援に役立つ
情報連携

企業データ
連携

企業情報

拡充

履歴書情報
連携

OpenWork上での
就職・転職者増加

企業情報・
求人数増加

ユーザー数・
履歴書数増加

OpenWork

利用者増加

クチコミ情報
連携
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今後の成長イメージ
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PUT
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Working Data 
Platform

OUT
PUT

社員クチコミ

評価スコア

Web履歴書

年収データ

求人情報

企業情報

応募・選考履歴
OpenWork

OpenWork
リクルーティング

オルタナティブ
データサービス

営業収益

「OpenWork」「OpenWorkリクルーティング」を安定収益源とし、既存のワーキングデータを

活用したサービス、ワーキングデータの拡張に基づく新領域でのサービス展開により収益を拡大。

新事業領域

キャリア情報

FY24

OpenWork
リクルーティング

OpenWork

オルタナティブデータ
サービス

新事業領域
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2023年12月期
2024年12月期
第1四半期

流動資産 6,231 5,913

現金及び預金 5,954 5,518

売掛金 253 329

その他 24 64

固定資産 157 144

有形固定資産 22 25

投資その他の資産 135 118

資産合計 6,389 6,057

貸借対照表

自己資本比率は90％程度と財務基盤は強固。キャッシュも潤沢に保有。
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（百万円） 2023年12月期
2024年12月期
第1四半期

流動負債 665 278

未払金 227 80

未払法人税等 167 10

契約負債 102 92

賞与引当金 70 33

その他 97 60

負債合計 665 278

純資産合計 5,724 5,779

負債純資産合計 6,389 6,057

資産 負債及び純資産

（百万円）

※1 前払費用＋その他

※1

※2 未払費用＋役員賞与引当金＋その他

※2
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Top Message
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日本の労働市場のゲームチェンジを「OpenWork」で加速させたい

日本の最大の社会課題は、変革が進まないジョブマーケットだと感じています。

他国と比較しても、ひとりひとりの労働生産性や従業員エンゲージメントは低いと

報告されています。その原因の一つが、年功序列・新卒一括採用・終身雇用などに

代表される、企業と個人の相互拘束型の関係性です。

私たちは、日々進化し続けるテクノロジーの力によって、

個人が安心して挑戦ができる透明性の高いジョブマーケットを創りたい。

そして、この日本独特の問題の解決に貢献したい。

日本のジョブマーケットのゲームチェンジは、「OpenWork」が加速させます。

東京大学大学院卒業後、リンクアンドモチベーション入社。

中小ベンチャー企業向けの組織人事コンサルティング事業のマネジャーを経て、企画室室長に着任。

新規事業の立ち上げや経営管理、人事を担当。

2019年11月に当社取締役副社長に就任。2020年4月、当社代表取締役社長に就任。

著書：1300万件のクチコミでわかった超優良企業（東洋経済新報社）

代表取締役社長
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本資料に掲載されている情報には、将来の見通しに関するものが含まれています。これらの情報は、現時点で当社が入手している情報および合理的であると判断する一定の前提
に基づいており、リスクや不確実性を含むものです。当社としてその実現や将来の業績を保証するものではなく、実際の業績はこれら将来の見通しと大きく異なる可能性がある
ことにご留意ください。

上記の実際の業績に影響を与える要因としては、一般的な業界および市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

本資料における将来情報に関する記載は、上記のとおり本資料の作成時点のものであり、当社は、それらの情報を最新のものに随時更新する義務も方針も有しておりません。
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